
施策体系と評価方法について 

 

１ 施策体系（案） 

 

２ プランの評価方法（案） 

生物多様性の状態を端的に表す指標はなく，関連する統計値や事業実績など

の個々の増減のみでの評価はなじまない。 

そこで，統計値や事業実績等の客観的な指標を用いて総合的に評価する手法

でプランを進行管理していく。 

＜具体的な方法＞ 

⚫ 「施策」に対して１つ又は複数の客観的な指標を設定する。 

⚫ 「施策」ごとに指標値及び関連の事業実績を踏まえ，施策の達成度をＡ～Ｅ

の５段階で評価する。 

⚫ 「目標」ごとの評価は，「施策」ごとの評価を踏まえ，2030 年目標の達成状況

を５段階で評価する。 

＜評価結果イメージ＞ 
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…2030年目標を実現するために必要な施策。 

…2050年目標に向けての 2030年までの目標。「達成すべきこと」の３つの視

点に，それらを下支えする視点を加えた４つの目標を設ける。 

…2050年のあるべき姿，2050年までに達成すべきこと。 

…2030年目標の達成に向けて実施する具体的な事業等。 

なお，プラン評価により随時見直すなど柔軟に運用していく。 
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